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I think it’s possible for the architecture to inherit the time people has used at that place and connect to the future. So it's a 
special meaning of architecture.In the declining suburbs, we inherit the time of the people and the environment who have 
lived there, and connect to the future.In this research, we reconstruct the town as a house by converting the building and 
the environment into the time and place meaning of the place and integrating it (area conversion).
Key Words : suburbs,conversion
　「瞬間的な変化を繰り返す環境による変化」、「人口動
態」、「個人の営み」。建築はある場所における様々な
スケールの時間を内包していると思う。 近代のスク
ラップアンドビルドで更新される社会では、積み重ね
た時間は一瞬で白紙に戻され更新される。
　私は、建築はその場所で行われてきた時間を受け継
ぎ、未来へ繋いでいくことが可能だと思う。それが建
築の持つ特別な意味だとも思う。
　衰退する郊外において、そこで暮らしてきた人や環
境の時間を受け継ぎ、未来へ繋ぐためにできることは
何だろうか。
　本研究では新築による開発ではなく、建築や環境を
その場所が持つ時間的、場所的意味を掘り起こし一体
的にコンバート ( エリアコンバージョン ) することで、
まちを一つの家として再構築し、時間を受け継ぎ、未
来へ繋ぐことを目指す。
　(1) 敷地 : 横浜市旭区上白根町
上白根町は横浜駅から電車で 25 分、バスで 15 分の計
40 分の自然豊かな場所に位置する。
　このまちは山を削ってできた団地とその周りの畑だっ
た斜面を造成してできた住宅地からできている。団地が
できる前にあった古い道を手がかりに団地を建設し、古
い道と新たにできた道が混在している。そのため、団地
と住宅地の間に高低差が強く出ており高齢者にとってネ
ガティブな階段という交通動線多く、山頂と麓の間に強
１．はじめに
2．敷地
いエッジが生じている。
　
(2) 市営ひかりが丘団地
　1968 年に入居を開始した市営ひかりが丘団地は築後
50 年が経過しており入居者の高齢化が進行している。
上白根町全体の高齢化率 35.84% に比べ市営団地の高
齢化率は 41.7% と約 6% 上回っており、この数字は旭区
の中でも 5 番目に高い数字でもある。また、2012 年時
点で空室率が約 12.8% と 8 戸に 1 戸が空室である。
　建ぺい率 19.9% と、多くの外部空間を残しているが、
駐車場と平成 24 年に増築されたエレベーター棟によっ
図 1　上白根町の構成と高齢化率
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て無機質な外部空間が広がっている。
　
(3) 住宅
　このまちで生活するうえで欠かせないバス停・マーケッ
トへの徒歩困難圏 ( 歩行距離 300m 以上 ) を調査すると、
半径 300m の円と実際に 300m 歩いた範囲とでは大き
な違いが出た。
　これは主なバス停やマーケットが山頂にある団地側に
あり、 団地と麓の住宅地の間にある高低差が原因で地
域の分断要素となっている。
　(1) コンセプト
　郊外を生活の拠点にする。
　問題の根底には働く場である都心とそれ以外の機能
を集めた郊外型団地というパッケージ化された構造があ
り、この構造は人口減少社会において成り立たなくなっ
てきている。
　高齢化する郊外型団地を生活拠点へ転換し、若い人
を呼び戻すことで、二極化された構造を多極構造へと変
えていく。
　(2) プログラム
　街を結びつける、
　保育所 / デイケアセンターと小さな居場所
　世代の循環がうまくいかない郊外の「団地のあるまち」
に若い人を呼び戻す。
　孤立化するまちを結びつける 4 つのプログラムでまち
を再編する。
　一つ目は、新たな世代を流入させるための親の子育
てをサポートするため住棟のコンバージョン。
　二つ目は、 不足する高齢者のためのデイサービス施
設。
　三つ目は、 新たな世代がまちに入って来た時に必要
な保育園。
　四つ目は、 都市としての活力を維持発展させるため
に、 働く意欲のある人であれば誰でも働くことができる
場所。
　
　(3) 場所の要素とサンプリング
　まちのすき間を調査し、そのすき間が持つ 17 の要素
を抽出し評価する。その要素はまちを構成する要素でも
あり上白根町らしさでもある。
　
　
　加えて住宅の領域の拡張タイプをサンプリングした。
このまちに建つ住宅は造成によって道と切り離された事
によってあらかじめ領域が規定されてしまっている。
　ここに住む人たちは家に小さな何かを付着させる事で
その領域を拡張しようとしており、その小さな何かは自
然や物が絡みつく事でこのまちの風景の一部になってい
ることがわかった。
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図 3　バス停からの歩行困難圏 (300m 圏外 )
図 4　マーケットからの歩行困難圏 (300m 圏外 )
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図 5　すき間が持つ 17 要素
　　
　　
　(4) マスタープラン
　団地のあるまちに対して団地のコンバージョンと都
市の鍼治療を行う。
　　(01) 団地の生活拠点化
　　　団地に隣接する住宅地と住宅地を結ぶように住
　　棟を選択してゾーニングしていく。居場所を持った
　　保育園、デイサービス、集会所。
　　（02）都市の鍼治療
　　　地域を分断するポイントを公共的な道を纏った
　　新たなプログラムに変えることで地形 ･ 距離的バリ
　　アを解消し町全体を接続すると同時にまちに住む
　　人が集える場所をつくる。
　(5) プロジェクトについて
　project2/site2 スロープを纏った小さな図書館
動線の拡張 倉庫屋根 ファサードの道への帰属 擁壁の道への帰属外部空間の拡張
内部空間の拡張と擁壁の所有 空間の規定 外部空間の半屋内化 擁壁の内部化 私物の公共物化
図 6　領域拡張タイプ
　計画する場所がまちに住む人にとって自身の領域の
一部であるコモンになり得るために、自由に手を加え、
まちの一部として風景を共有する作法を住宅からサンプ
リングしたものと、すき間の調査から「スロープ」+「モ
ノやコトが絡みつく書架のような建築」を提案する。
図 7　マスタープラン
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図 8　スロープ + 建築
　今後人口が減少していく郊外の団地のあるまちにおい
て、現在行われている市街化調整区域の新たな宅地化
という方法では根本的な改善にはならず一時的な延命
でしかない。
団 地 の 敷 地 や 住 宅 地 の向こう側には 豊 かな自然 が 広
がっておりこのまちの貴重な財産だと考える。今ある風
景を残し、地域のバリアだった場所をまちに住む人の居
場所に変えていく事で団地に住む人と住宅地に住む人、
双方の生活が深く結びつき、さらに豊かになる事を期待
する。
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